




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































48.4％，肯定は 35.4％。タイでは 58％と 17.9％。中






























































































































































































































































商学研究所「所報」第 40号，62号，第 31巻第 1号の拙
稿論文，その他の著作や多くの国際学会での報告があ
り，それらに公にしているので参照していただきたい。
7） ibid， 拙稿 専修大学商学論集や国際会議での報告書参
照。











































































































































































































































13．.JETRO 中国；経済動向。2005年 3月 14日。


































Teck no，006 「中国リスクの正体」。2005年 4月。日経
BP社。pp 26―33.
39．馬場直樹“失敗の原因は日本企業の「楽観」にある”
日経 BizTeck no，006 「中国リスクの正体」。2005年 4
月。日経 BP社。pp34―39.
40．谷口徹也“「世界の工場」の定説を疑え”日経 BizTeck
no，006 「中国リスクの正体」。2005年 4月。日経 BP
社。pp 46―53.
41．遠藤健治“先進企業の影で息つく劣悪企業の実態” 日
経 BizTeck no，006 「中国リスクの正体」。2005年 4
月。日経 BP社。pp54―59.
42．前田宏一“進出だけではダメ，現地化せよ” 日経 Biz-
Teck no，006 「中国リスクの正体」。2005年 4月。日経
BP社。pp 60―65.
43．南博「日本的自我」岩波新書。1983年。
44．後藤康浩 「強い工場」 日経ビジネス人文庫。2005年 3
月。
41海外日系現地企業の経営管理と現地人従業員の働くことや企業に対する意識
45．今井宏 「トヨタの海外経営」 同文館。2004年。
46．田村好正 「アウェイ社員課業への正体」CCIマネジメント
社。2006年。
47．“本番ポスト成果主義”日経ビジネス。2004年 12月。日
経 BP社。
48．“大会議 中国爆発”「文芸春秋」文芸春秋社。2004年。
49．“忍び寄る人材力の危機”日経ビジネス。2005年 1月。日
経 BP社。
50．特集“ここまで来た中国バブル”日経ビジネス。2005年
1月。日経 BP社。
51．“中国の日本企業に新たなリスク”WEDGE。2005年 1月
号。株式会社ウエッジ社。
52．“スト，賃上げ・人から始まる中国大調整「世界の工場」
に危険信号“日経ビジネス。2005年 7月。日経 BP社。
53．“帰ってきたアジア”2005年 4月。日経 BP社。
54．“中国急変，沸騰経済の歪み噴出”2005年 7月。ダイヤモ
ンド社。
55．“中国の学生開花”2005年 1月。日経 BP社。pp60―61。
参考事例
日本の大学を卒業して，香港と上海の現地日系企業の社長
を勤め，経営管理に成功を収めている人が，海外現地企業で
問題を起こさず，現地人従業員にヤル気を持って働いてもら
うために実行している事柄である。筆者も現地企業を訪問し
たが，社員は全員社長を信頼して仕事をしており，仕事に対
するモラールもかなり高いと感じた。そのことは業績にも明
確に反映されていた。
1．現地社員に約束したことを必ず守ります。
2．現地社員と何でも相談を受け，時には冗談も出てきま
すが，部下になめられないような関係を築かなければ
なりません。
3．本社と現地社員の間に衝突がある場合は，中間の立場
で事情を良く調べてから判断しています。
4．現地社員に会社の将来像をはっきり見せます。現在弊
社の上海現地法人の規模はまだ 10人未満の小さい商社
ですが，色々なビジネスチャンスを見付け出せば沢山
新社員を雇い入れて自分が早く管理者になる夢を持た
します。とにかく会社の発展とともに自分の将来が幸
せになると思わせます。
5．管理者自身管理は恩師の教育で「人に厳しい，自分に
もっと厳しい」との鉄則です。
6．現地社員に対して表彰と罰則ははっきり致し，しかも
公平的でなければなりません。罰則についてはその人
に対するものではなく，その人が犯したミスに対する
ものです。これで皆さんは「口服心服」になります。
7．出来るだけ現地社員に激励制度を作ります。
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